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大きなコストをもたらす。代替戦術をともなう種の戦術の共存機構や複雑な動物社会の進化を考えるうえで、
このコストから生じる戦術間の対立や相互作用を考慮することは重要である。 
 本論文は、戦術多型が顕著な魚Telmatochromis vittatusを対象として、「なわばり雄はスニーカー雄や乗っ
取り雄にどう対処するのか？」という疑問の解決を目指したものである。本種では、なわばり雄は乗っ取り雄
が頻繁に来ない巣を選択することによって、乗っ取りの危険性を回避することが示された。また、この巣選択
の結果、なわばり雄は乗っ取りを受ける可能性がある雄とない雄に分けられた。なわばり雄は乗っ取られた後
はスニーカーとなるので、乗っ取りを受ける可能性があるなわばり雄はスニーカーになりやすい。これらのな
わばり雄のグループ間で精子の質を比較した結果、スニーカーになりやすいかそうでないかによって、異なる
精子を生産していることが明らかになった。 
 本論文により、なわばり雄の巣選択への繁殖寄生の影響、そして同じなわばり戦術を持つ雄が状況によって
異なる精子を生産することが、初めて報告された。本論文の成果は、戦術多型の進化に焦点を当てた研究の再
考を促し、これからの研究に新たな方向性を与え、革新的な発展をもたらすと期待される。以上により、本論
文は博士（理学）の学位を授与するに値するものと審査した。 
